
様々な関わりの中で学び、
社会の一員として貢献できる社会人を育てます！教育委員会だより

　羽島郡二町教育委員会では、第4次教育振興基
本計画を新たに作成しました。この計画を受け、学校
教育課では、「令和6年度羽島郡学校教育の方針と
重点」をまとめ、次のような基本方針、基本目標を設
定し、目指す子供の姿を次のようにまとめました。

基本方針
◇自らの意思をもち、他者との協働を通して、願いの

具現に向けた実践力を育成する。
◇学校・家庭・地域・行政の役割を明確にし、共有し

た目標具現に向け、各々の強みを生かした連携が
図られた教育を推進する。

4つの基本目標と目指す姿
①生命の尊厳を深く認識し、状況に応じた的確な判

断のもと、健康・安全の保持増進を図る力を育成
します。
「命を大切にし、健康・安全な生活ができる子」

②自己と他者を思いやる心をもち、つながりを大切に
してともに歩むなど、非認知能力を含む豊かな人
間性を育みます。

「周りの仲間を思いやる心とつながりをもち、心豊
かな生き方をする子」

③未来への夢や願い、目標をもち、達成に向けた過
程の中で生まれる課題や問題に対し、自ら考え実
践するなど、学び方を含めた学ぶ力を育成します。

「未来への夢や願い、目標をもち、課題や問題に
対し、自ら探究する子」

④新しい時代につながる教育を推進し、学びのセー
フティネット及び環境の基盤を整備します。
「仲間とともに新しい時代を逞しく生きる子」

　小学校の運動会での一場面です。一年生の玉入
れ。合図で一斉にかごをめがけ、赤い玉、白い玉を投
げ合います。途中に音楽が流れてきました。一年生
は音楽に合わせて楽しく踊り始めました。
　すると、自然に団席で応援していた上級生たちも
一緒に踊りだしました。音楽が終わると、また玉入れ
が始まります。上級生も踊りをやめ、応援します。再
び音楽が流れます。また踊りの輪が広がります。笑顔
で見守る保護者、地域のみなさん。運動場は、活気
があふれ、温かい雰囲気でいっぱいになりました。子
供たちはみんなで活動する楽しさをたくさん味わった
ことでしょう。
　このように、子供たちは、自分たちで活動をつくり
だすエネルギーをもっています。
　学校では、一人一人の子供たちの願いを大切にし、
そのエネルギーを引き出せるように取り組みます。地
域や家庭におかれましても、それぞれのお立場で子
供たちを見守り、声かけいただきますようお願い申し
上げます。

ご存じですか？　「ねんきんネット」
　「ねんきんネット」はパソコンやスマートフォンなどで、年金の情報を手軽に確認できる便利
なサービスです。
「ねんきんネット」でできること
●ご自身の年金記録の確認 ●将来の年金見込額の試算
●受給に関する各種通知書の確認 ●電子版「ねんきん定期便」の確認　など
利用対象者
基礎年金番号を持っている方（昭和61年4月以前に受給権が発生した老齢年金受給者の方
は利用できません）
「ねんきんネット」を利用するには？
「ねんきんネット」のご利用は登録が必要です。マイナポータルとの連携また
はユーザーID取得の二つの登録方法があります。詳しくは、日本年金機構
のホームページでご確認いただくか下記専用番号へお問い合わせください。
cねんきんネット専用ダイヤル ☎0570‐058‐555（ナビダイヤル）
 ☎03‐6700‐1144（050から始まる電話でかける場合）
受付時間
月曜日 午前8時30分～午後7時　火曜日～金曜日　午前8時30分～午後5時15分
第2土曜日 午前9時30分～午後4時　※祝日、12月29日～1月3日はご利用できません。

　私の小学校長時代の話です。昼休みに児童とバ
スケットボールをしていました。児童に少し格好良い
ところを見せてやろうと思い、レイアップシュートを
試みました。その瞬間、右足からバシッという音がし
て激痛が走りました。思わず「やってしまった」と思
いました。児童の手前もあり、昼休みが終わるまで、
座って遊びを見守っていました。体育館から職員室
に戻ろうとしましたが、右足を地面につけることがで
きず、教頭先生に助けを求めたところ、私の意に反
してすぐに救急車を要請してしまいました。
　午後の授業が始まる時刻でしたが、全校の児童
は、私が乗った救急車を見ていました。私は近くにい
た児童に、手のひら前後に動かし「授業が始まるか
ら教室へ戻るように」と合図を送る中、病院へ搬送
されました。病院では、「ひどい肉離れ」で全治1ヶ
月と診断されました。
　その日の夕方のことです。保護者のラインが炎上
し、「校長先生が骨折をした。頭から血を流した。入
院したそうだ。」など様々な情報が飛び交ったようで
す。どうしてこのような内容になるのか不思議でなり
ませんでしたが、幸いにも「子どもと遊んでくれてい
て…」という私への肯定的な思いがあったことを聞
き、痛みの分、嬉しかったことも覚えています。

　中には「『校長先生は救急車から手を振ってい
た。』と子どもが言っていた。」との内容もあったよう
です。大人からすれば、妙な話だと思われるでしょう。
きっとその子どもは、私が送った合図を「手を振って
いた」という言葉で伝えたのです。発達段階にもよ
りますが、児童の表現を改めて学んだ時でもありま
した。
　さて、家庭において、子どもが学校での出来事を
話し、保護者がじっくりと聞いてあげることはとても
大切です。そうした時間をもつことを続けてほしいと
思います。しかし、話の中で疑問に思うことや納得
のいかないことを聞き、思わず感情が高ぶってしま
うこともあると察します。
　そうした時は、「子どもからこのような話を聞いた
のですが…」と学校に尋ねていただきたいです。
　学校では、意図をもって指導していますが、子ども
の話から意図や状況が十分に伝わらないこともあり
ます。
　学校と家庭、互いの理解を深めるためにも、必要
に応じた対話を大切にしたいと思います。そこから
育まれる信頼関係が、子どもの健全育成の原点で
あると思っています。

　岐阜市とその周辺市町（笠松町、山県市、瑞穂市、本巣市、羽島市、岐南町、北方町）が連携協定を締結し、
形成された「岐阜連携都市圏」。さまざまな連携が進められている圏域市町のイチオシ情報をご紹介します。

　本巣市には、上保地内に「上保本郷遺跡」
があります。
　この遺跡は、船来山南麓の扇状地上に広が
る遺跡で、東海環状自動車道建設に伴い、平
成27年から29年まで発掘調査が行われまし
た。調査の結果、坩堝や鞴羽口、鉄滓、砥石と
いった鍛冶に関わる遺物が出土しました。
　今回の企画展では出土品の一部を展示しま
す。会場となる古墳と柿の館には、東海地方最
大級の船来山古墳群から出た出土品も展示し
ていますので、当時の文化や生活を想像し、歴
史ロマンを感じてみませんか。
c本巣市役所社会教育課　☎323‐7764

教 育 長 コ ラ ム 子どもの話 羽島郡二町教育委員会
教育長　野 原 弘 康
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